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研究成果の概要（和文）：本研究では近代アジアにおいてフランス系国際教育修道会がそれぞれの地の女性観の
形成にもたらした影響を、現在散逸しつつある資料を収集し整理、またインタビューを通じて明らかにしようと
するものであった。突然のコロナ禍により海外調査及び資料収集は断念せざるを得なかったが、従来一枚岩とし
て考えられていたカトリシズムの女子教育事業は各々の修道会の背景にある国や文化によって実は多様であり、
派遣先の女性観に大きな影響を与えた。さらにはその背景にいた一般女性支援者たちの存在を含め、これらの会
員たちの働きを「ソーシャル・キャピタル」としてとらえることによって、従来のキリスト教教育史に別の視点
の提供を可能とした。

研究成果の概要（英文）：This study was an attempt to clarify the influence of the French 
International Congregation for the Education of Women in modern Asia on the formation of local views
 of women through interviews and the collection and organization of materials that are now being 
scattered. Although we had to abandon our overseas research and collection of materials due to the 
sudden Corona disaster, the women's education projects of Catholicism, which had been considered 
monolithic, were in fact diverse, depending on the country and culture behind each congregation, and
 had a great impact on the view of women in the destination countries. Furthermore, by considering 
the work of these members as "social capital," including the presence of lay women supporters in the
 background, it is possible to offer a different perspective on the conventional history of 
Christian education.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
従来、ともすれば一元化してとらえられがちであったカトリシズムの国際教育修道会をその文化的社会的背景に
より比較すること、そしてそれらを個別の修道会だけではなく体系・横断的にとらえる視野を提供した点が、今
後の日本に及びアジアにおけるキリスト教教育史において意義があるといえる。特に日本における明治期以降の
教育史において、また、キリスト教教育史の分野においてはプロテスタント系の学校以外の学校教育史研究はほ
とんど見られないことから、アジアからの視点での日本のカトリシズムの教育事業に関する研究を補完する上で
意義があると考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 
（１）日本のキリスト教系教育事業に関する研究は設立１００周年などを契機に多くのプロテ
スタント系学校を中心に行われてきたが、カトリック系学校の教育及びその背景に関しては、
長い間ほぼ手がつけられてこなかった。とりわけ女子修道会が担ってきた教育事業に関して
は、各学校における「学校史」的なものは存在してきたが、資料的に掘り下げた研究、特に
修道会や国をまたいだ横断的研究はなされてこなかった。 

 
（２）本研究では、それまでの予備的調査研究により、アジアのいくつかの国にまたがって教
育事業を展開している女子修道会を取り上げ、それぞれの修道会の設立の背景にある国や文
化が、他の国における教育、とりわけ女子教育にどのように吸収され、あるいは変容してい
くのかについての研究が必要であることを認識するに至った。とりわけアジアにおける女子
教育のインターフェース、特に先駆けとなったヨーロッパ系女子修道会の教育事業がアジア
に受容されていくにあたり、それぞれの修道会がもつ女性観――社会における女性の位置づ
けなど――が、教育事業、あるいは時には福祉事業を通してどのようにアジア各国で受け入
れられ、どのような違いを生んでいるのかについての調査研究を進めることにより、それぞ
れの特徴、および文化的変容について明らかになると考えた。 

 
（３）多くの教育修道会・宣教会における会員の減少、及び、一般に、もともと目の前の教育、
福祉実践に傾注し、自らの資料保持や収集にさほど興味を持たない女子修道会においては、
自らの会にかかわる資料を保持していない国もあることから、まずは比較のための資料を収
集し、整理することも目的の一つとされた。とりわけ、学校事業体の創立当時、海外からの
会員たちを日本や諸外国が受け入れた頃の資料がアジアになく、ヨーロッパの各支部にある
ことなどから、海外の研究協力者たちの協力により、その時期の資料収集及び整理が今後の
研究のための基礎資料として重要であることが認識され、本研究が開始された。 

 
２.研究の目的 

（１）この研究の目的は、近代アジアと日本の女子教育やその理念、とりわけ女性の社会観
――女性は社会に対してどうかかわっていくか――の形成に国際教育修道会の教育が与えて
きた影響を明らかにしようとするものであった。一般にアジアの女子教育における教育修道
会の影響は知られているが、実は地域や修道会によって女子教育の在り方や理念、社会観は
かなり異なっている。 
（２）この研究では、従来、ともすれば列強諸国の植民地政策の一端としてのみとらえられ
がちであった修道女たちを「ソーシャル・キャピタル」という視点からとらえなおし、①現
在散逸しつつあるアジア宣教の拠点（ハブ）となった香港及びマニラにおける国際教育修道
会の女子教育事業に関する散佚緊急性の高い文献・資料の収集・整理、デジタル化を行うと
共に、ヨーロッパにある各修道会本部の資料を収集・整理、そして比較することにより、②
これら地域に点在する同一の国際教育修道会（主にシャルトル聖パウロ修道女会、聖ドミニ
コ宣教修道女会）の教育事業のアジアと日本での比較を行い、③アジアおよび日本において
国際教育修道会による女子教育事業が女性の社会観の形成において果たした役割と影響を明
らかにすることにより、日本におけるカトリシズムの教育の研究上の空白を埋めることに資
することが目的とされた。 

 
３．研究の方法 
（１）国際教育修道会に関して、横断的・俯瞰的研究を実施するために、まずは、修道院の 

閉鎖などによって散逸しつつある一次資料及び修道会に関する各種資料・記録を収集、    
デジタル化し、整理を実施した。 

（２）特にその比較のための基盤として、各修道会のヨーロッパにおける古文書館に埋もれ 
ている資料の掘り起こし、デジタル化、整理作業の実施計画を立てた。特に従来の研 
究ではこの部分が抜け落ちていたところがあったため、一次資料の収集を本研究の基 
盤として据えることとなった。（しかしながら新型コロナウイルスの流行に伴い、海外 
調査が実施できなくなったこと、また数年にわたる時間の経緯の中で、現地での研究 
協力者を得られない事情が生じたことから、国内にある資料の整理、インタビュー 
調査などに方向性を変えざるを得ないこととなった） 

（３）同一修道会の、フィリピン及び香港の修道会及び学校などの教育事業と協力して、そ 
れぞれの国における女性観に共通性や同一の影響があるのか、あるいはもともとの文 
化的背景の影響が強いと考えられるか、またその社会的要因について比較を試みた。 
（こちらについても当該国の政治的状況の急変により、現地の研究協力者とのコン            
タクトが困難となったため、フィリピンに特化しての限定的な調査にとどまらざるを 
得ない状況となった） 



 
  
４．研究成果 
 （１）アジアにおけるカトリック学校の生徒や卒業生など女性の社会的活動はフランス系国
際教育修道会によって支えられていたこと、とりわけ修道会会員のみならず、フランスにお
ける女性篤志家といわれる一般の女性信徒たちの活動が修道会の教育活動や福祉活動を支え
ていたことがわかった。修道会会員による活動だけではなく、それらを可能としていた背景
にある一般の組織（教育や福祉事業においては特に女性たちによる組織）の存在の重要性が
明確となった。 

 
 （２）教育事業と社会福祉事業の関係についても、フランスにおける女性に対する在り方が
国際修道会を通じてアジアや日本の女性の社会観に影響を与えたことが明らかとなった。フ
ランスではライシテの影響で国内ではほとんど公教育事業に修道会としてかかわることはな
くなっているが、学校教育以外における教育の考え方に関しては、インフォーマル教育や福
祉事業の中での修道会の考え方が、海外において影響を与えたことがわかった。特に、その
内容としては、単なる「基礎的学習の普及の貢献」ではなく、そこで「理想とされた女性像
――主に創立者など――や社会に対する考え方」が、修道会会員を通して、女性の社会観の
形成に「影響を与えたことが明らかとなった。その意味で、従来の植民地政策の先達として
のみとらえられがちであった修道者を、否定的な側面も内包した「ソーシャル・キャピタル」
としてとらえることが適切であるということが理解された。 

 
（３）日本のカトリシズムの教育をアジアの視点から多角的に検討することにより、従来一
枚岩として考えられがちであった日本のカトリシズムの教育背景となる宗教文化的な多様性
を確認するとともに、日本におけるキリスト教教育史の一部を補完できるものを示すための
基盤ができたと考える。 

 
 （４）国際教育修道会における教育事業においては、背景となる母国の文化的・歴史的背景
もあり、教育が必ずしも「基礎学力をつけることだけ」を目的としたものではなく、現在の
言葉でいうところのＳＤＧｓに代表される社会課題の解決策の一つとしての「プロジェクト」
として考えられてきたことが明らかとなった。特に教育修道会が成立していく過程において、
教育修道会として知られるところであったとしても、同時に福祉的な視点と実践を内包し、
これは日本の教育においても、当然、教育という営為を考えれば同じような流れがあるので
あるが、それが表出する度合いがこれらの教育実践においては大きくなっている。それはキ
リスト教に限らず、仏教などの宗教系学校においても「奉仕」などのかたちで実施がなされ
ていたが、特にカトリックにおいては、教育修道会の創立時の背景や経緯により、より濃厚
に示されることになったといえよう。キリスト教、特にカトリシズムにおいては、教育と福
祉とは共存し、特に違和感がないものと考えられていたが、実はそのルーツにおいて「福祉
プロジェクトとしての教育」という側面が強いことが――少なくともアジアにおけるフラン
ス系教育修道会においては――明らかになった。 

 
（５）今回、残念ながら突然のコロナ禍により、渡航がかなわなくなり、また、その後、現地
のスペイン人研究協力者らの協力を得られない状況となったため、フィリピンに入った当時
の教育事業や福祉事業などについての資料収集調査に関してはあきらめざるを得なかった。
それにより、同じ国に入った、母体となった国が異なる修道会の教育活動へのかかわりにつ
いての歴史的検証及び比較がかなわなくなったことは心残りであるが、フランス系修道会に
よる教育事業に関して背景となった本国における一般信徒組織とその運動の影響が確認でき
た。 
一方、香港への事前調査の際に香港のカトリック教会自体も香港の歴史におけるカトリック

女子修道会の教育事業、福祉事業にかかわる研究と総括を大きなプロジェクトとして行ってい
た時期であった。事前のパイロット調査によって、日本から移り住んだと思われる日本人修道
者たちの記録を発見したこともあったため、相互交流についても含めた第二次調査を計画をし
ていた矢先に、香港への渡航や調査研究がかなわぬ状態となった。こちらに関しては文献資料
での研究にとどまらざるを得なかったが、同じ理念をもつ教育修道会における教育が国によっ
て文化的にも変容していく過程を確認することができると同時に、国際教育修道会であったと
しても生まれた国が異なる会による現地での教育事業には女性と社会に関する理解、すなわち
女性観が異なっていくことが確認できたので、次の研究への基盤整備ができたと考える。 
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